
アユの餌としての藻類
　アユは、梅雨の増水の後に生えた新鮮な「コケ」、「ア
カ」を食べて大きく成長すると考えられている。ここ
で言うコケとは、湿った地面に生える蘚苔類のことで
はなく、またアカも、水の汚れが固まったものではな
く、いずれも単細胞の藻類のことを指す。若布や昆布
が、私たちの日常生活で出会う藻類の代表的な仲間だ
が、川の礫に付着してアユの餌となるのは、1/10 ～
1/100 mm程のもっと小さなものが主だ （図 1）。
　藻類をアユの餌資源と考える場合、その種類と量が

重要になる。糸状の緑藻類、例えば、矢作川でも問題
視されているカワシオグサは、珪藻類や藍藻類に比べ
て良質の餌ではない。アユの消化管の中でも、消化さ
れ難いらしく、緑鮮やかな細胞がそのまま残っている。
量の問題は少し厄介だ。礫に厚く付着した藻類の被膜
と、石が透けて見える程の薄いそれのどちらが、アユ
の餌環境として望ましいかと問えば、アユ釣り師なら
ば、だれでも後者だと答えるに違いない。前者の方が
量は多いが、所

いわゆる

謂「アカグサレ」の状態であり、良質
の餌ではない。見た目の量のことを研究者は「現存量」
と呼ぶ。しかし、餌の現存量よりも重要なのは、実は、
ある期間に新たに作り出される餌の量だ。これを「生
産速度」と呼ぶ。現存量が少なくても、生産速度が大
きければ、アユが餌不足になることはない。炊き立て
のご飯を毎日少しずつでももらった方が、1週間に 1
度切り、大盛りの飯をもらうよりも望ましいのと同じ
理屈だ。
　中流域の川では、餌となる藻類が、どれだけの速さ
で生産されるかにより、川の中の動物がどの程度の密
度で生息できるかが決まる。胃袋が生活を支配するこ
とは、人もアユも同じことだ。藻類の生産速度を上回
る程、アユを過密に放流したところで、漁獲は上がら
ない。川がどれだけのアユを育てることができるかは、
藻類の生産速度に懸っている。
生産速度の測定の難しさ
　それでは、藻類の生産速度を測り、それに見合った
数のアユの稚魚を放流すれば、無駄がなく、ダム建設
や水質汚濁がアユ漁に及ぼす影響も、生産の変化を測定
すれば、予測できるではないか。ところが、この生産
速度を測ることは、特に、水の流れがある川では難し
いのだ。
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図1. 付着藻類
　アユの餌として歓迎される珪藻類。
　酸で洗って顕微鏡で観察すると美しい模様が見える。

1/100mm

アユの餌は足りているか？　― 川の生産を測る ―
村上　哲生　



　ちょっと考えれば、良く磨いた石を川に浸けておき、
数日後引き上げて、付着した藻類の重さを測れば、1
日当たりの生産速度が計算できるように思える。しか
し、その程度の期間の付着量はごく僅かで、測定誤差
が著しく大きくなる。また、十分な量に達するまで長
期間、石を川に置けば、その間、付着藻類の成長だけ
ではなく、剥離や、水棲昆虫などの摂食などの現象も
起こり、真の生産量を推定することが難しい。
　そこで、今から 50 年ほど前、オダムという生態学
者が、うまい方法を提案した。河川水中の酸素の日変
動から、生産速度を推定しようという試みだ。この方
法なら、時間ごと、日ごとの生産速度を知ることがで
きる。
酸素の変化で、生産速度を知る
　川の中の酸素の濃度の変化（O2）は、光合成により、
藻類が造り出す酸素（P）と、動物の呼吸による消費 
（R）、空気から水との間の酸素の出入り（D）により決
まる。日中、藻類の被膜の上に付く気泡は、藻類が作
り出した酸素だ（図 2）。水中に溶け込む酸素の濃度
には限度がありそれ以上の酸素は泡となって空気中に
出ていく。逆に、酸素不足の夜間には、空気中の酸素
が水に溶け込む。従って、Ｄは、正負いずれの値にも
なる。これらの関係をまとめると、O2= Ｐ－Ｒ±Ｄと
いう式で表される。この式を変形すると P=O2 ＋ R ±
Ｄとなる。僅かな酸素の濃度の変化でも、簡単な方法
や機器で検出することができる。呼吸速度は、日没後
の、光合成が行われない時間帯の酸素の減りかたで知
ることができる。Dの厳密な測定は難しいが、川の規
模や流速などから、大雑把に推定できる。O2、Ｒ、Ｄ
が解れば生産速度 Pが計算できる理屈になる。単位時
間当たりの酸素の生産速度を、有機物のそれに換算す
れば、アユの餌の供給速度が解る。例えば 1ｇ の酸素
が生産されたことは、1ｇ 弱の有機物が作られたこと
を意味する。

生産速度の実測例
　実際に生産速度を推定するとなると、徹夜覚悟で、
時間ごとの酸素の測定をやったりして、なかなか大変
な作業となるのだが、何とか数値を出すことができる。
ここで紹介するのは、名古屋市内の河川（天白川）の
例だ（図3）。日の出とともに、生産が始まり、正午頃ピー
クに達し、日没とともに生産が停止する様子が良くわ
かる。この例では、1日当たりの生産（P）と消費（D）
の比（P/D）は、1を越えた値となるが、天気の悪い
日では、1以下になる。生活汚水が流れ込む都市部の
河川や、落ち葉が大量に供給される秋の渓流でも、P/
D 比は 1以下になることが多い。付着藻類を喰うアユ
が生息するためには、この比が 1以上になる、つまり
生産が消費に卓越した明るく開けた中流域の環境を維
持することが必要になる。

ダム湖からの濁り水は生産に影響するか ?
 　昨年度から、天竜川（静岡県）で、天竜川漁協、電
源開発、そして私たち川の環境の研究者が協同して、
川の生産を測定する仕事を始めた。ダム湖から流れ出
す濁った水は、アユそのものよりも、餌となる付着藻
類に大きな影響を及ぼす恐れがあるためだ。ダム管理
者、漁協、研究者の関係は、今まで決して親密なもの
ではなかった。しかし、川の生産の問題を通じて、三
者は協同して実態を知る必要があるとの合意に至った。
さて、結果はどうなるか。本格的な調査は、今夏から
始まる。

（むらかみ　てつお、名古屋女子大学 教授）
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図 2. 付着藻類被膜に付く酸素の泡。
　藻類被膜が良く発達した川の中の礫を水面から見た様子。暗紫色の部分が
藻類（藍藻類）の被膜。付着基盤の礫を完全に、厚く覆ってしまうくらい現存
量が多くないと、気泡となるほどの酸素は発生しない。

図 3. 河川の生産速度の推定例（天白川；名古屋市）
　　Ｐ；光合成による酸素の生産
　　Ｒ；呼吸による酸素の消費
　　Ｄ；水と大気の間の酸素の交換
　日中は水から大気へ（out）、夜間は大気から水へ （in）酸素が移動する。
この事例では、1日に川床 1㎡当たり生産される酸素（P）は4.9 g、消費される
酸素（R）は 3.9 gと推定された。
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　「草食系」などという言葉が一時期流行になりまし
たが、肉食・草食の動物って思いつきますか？例えば、
前者はライオンで後者はシマウマでしょうか。陸上生
物では幾つか例が挙げられると思いますが、川の中に
いる魚たちではどうでしょうか。肉食の淡水魚と聞か
れたら、大きな口を持つナマズやオオクチバス（ブラッ
クバス）などを思い浮かべる人が多いと思います。川
の上流にお住まいの方はアマゴやイワナと答えられる
かもしれませんね。しかし、これら肉食の魚に対して
草食魚を挙げられる人は少ないのではないでしょうか。
実は、植物質の餌を主に摂餌する淡水魚というのはあ
まり多くありません。ソウギョという魚が水草や陸上
の草を主な餌として生活することで有名ですが、矢作
川に生息する魚類では石に付着する藻類を主に食べる
アユくらいではないでしょうか。
　アユは初期生活をおくる海域では動物プランクトン
を食べていますが、川に入ると櫛状歯や舌唇といった
アユ独特の器官が形成され、石に付着した藻類を主に
食べるようになります。この時期になると、アユは餌
場となる石を独占するかのように「なわばり」を形成
し、自分のなわばりに他個体が侵入すると激しく追い
払います。この習性を利用したのが矢作川でも盛んに
行なわれる友釣りですが、なわばりを守るアユはいわ
ゆる「草食系」とは異なり、野性味あふれる勇ましい
姿を見せてくれます。
　魚類の食性というのは大まかにプランクトン食、草
食、動物食、雑食と分けられます。海洋のように大き
く安定した環境では特定の餌も安定して存在するため
に、ある餌を専門的に食べるような進化が可能だった
とされ、河川・水田・水路のように小規模な陸水環境
では変動が大きいために、動物質・植物質双方を餌と
して利用する雑食性のものが多くなったと言われてい

ます。さらに、それらの餌は水面に浮かんでいたり、
水中を浮遊していたり、植物や石の表面に付着または
半ば隠れていたりと実に様々な形態をとっています。
このように変動の大きな環境で栄養を摂り子孫を残す
ために、淡水魚は多様な餌を利用せざるを得なかった
のでしょう。コイ、オイカワ、カワムツ、タモロコ、
モツゴなど多くのコイ科魚類、ヨシノボリの仲間、ボ
ウズハゼ、メダカ、カダヤシ、ブルーギルなど、矢作
川のほとんどの魚類が動物質以外にも植物質の餌を利
用するようで、筆者の研究対象であるチャネルキャッ
トフィッシュ（アメリカナマズ）でも魚や水生昆虫と
ともに多量の藻類が胃から出てきました。
　どう猛で食欲旺盛な印象を持たれやすい外来種に対
して、ひ弱で大人しいイメージの日本の魚たちですが、
長い年月をかけて、種を残すための戦略のひとつとし
て多種多様な餌を利用してきた様を見ると、意外と貪
欲で積極的なところもあるのだなと感心させられまし
た。

（やまもと　だいすけ、研究員）

参考文献：
塚本勝巳編（2010）魚類生態学の基礎 . 恒星社厚生閣 .
川那部浩哉・水野信彦・細谷和海編（1989）日本の淡水魚 . 山と渓谷社 .
松原喜代松・落合明・岩井保（1979）新版魚類学（上）. 恒星社厚生閣 .
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意外にガツガツ？！ 草食（藻食）系の魚たち
山本　大輔　
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付着藻類を食べるために特化したアユの口元

3



　矢作川全域とその支流で釣れた、ありとあらゆる魚
が審査対象のさかな釣り大会を開催します。釣れた魚
の数を競うだけでなく、どんな珍しい魚が釣れたか、
何種類の魚を釣ったかを競う珍魚賞や特別賞など楽し
い賞が盛り沢山です。これから釣りを始めたい方には
「さかな釣り教室」も同時開催します。この機会に矢
作川の面白さを体感してみませんか？皆さんのご参加
をお待ちしています。

と　き：2013 年 7 月 14 日（日）午前 7 時受付開始　
正午からの表彰式をもって終了

ところ：御立公園（矢作川久澄橋下流東岸）
内　容：①矢作川全域とその支流で魚釣りをして、釣

った魚の数やどんな魚が釣れたかを競います。
　　　　②さかな釣り教室
　　　　※夜釣り、早朝釣りも可能。いずれも雨天・

　 増水時は中止。
定　員：①先着 200 人　②先着 80 人

参加費：大人 500 円・高校生以下 100 円
申込み・問合せ：2013 年 6月 30 日（日）までに
　　　　・天狗堂豊田店　  （TEL 0565-32-5280）
　　　　・上州屋豊田店　  （TEL 0565-33-6667）
　　　　・イシグロ豊田店（TEL 0565-37-1496）
　　　　　にて、配布の申込書に必要事項を記入し、
　　　　　申し込み下さい。
主　催：矢作川さかな釣り大会実行委員会
後　援：国土交通省豊橋河川事務所

1

　　　　矢作川さかな釣り大会のお知らせ　　　　矢作川さかな釣り大会のお知らせ　

再生紙を使用しています

　先日行われたアユ研究家の高橋勇夫さんの講演で、縄張りアユのシンボルと言われる
“ 金星 ”（胸の辺りに見られる黄斑）は藍藻類に含まれるゼアキサンチンという色素が沈着

したものだということを知りました。珪藻類には含まれない色素で、藍藻類を多く摂餌したアユほどより黄色
くなるそうです。内田朝子研究員の調査から、矢作川では夏季に藍藻類が卓越することが分かっていますので、
今年もたくさんの黄色いアユが釣れることを期待しています。（白）

後記

　　　　矢作川さかな釣り大会のお知らせ　　　　矢作川さかな釣り大会のお知らせ　第1回

▶第13回 矢作川「川会議」が開催されました！
　5月 11日 ( 土 )、古鼡水辺公園にて矢作川「川会議」が開催されま
した。当日はあいにくの雨のなか、大きなテントを張って行われました。
　シンポジウムのテーマは「矢作川の源流の森を知ろう」。基調講演
として、東京大学生態水文学研究所長の蔵治光一郎先生から、森と川
と人の深いつながりについてスケールの大きなお話をいただき、次い
でNPO法人都市と農山村交流スローライフセンター代表の山本薫

しげひさ

久
さんが森林保全の市民活動について、そして豊田市森林課の牛丸直樹
さんが森林保全に向けた豊田市の施策についてご報告されました。
　休憩をはさんで、ディスカッションが行われました。NPO 法人奥
矢作森林塾の大島光利さん、講演された蔵治先生、そして主催者側から新見克也さんの３名がパネラーとな
り、当研究所の洲崎燈子をコーディネーターとして、会場も巻き込んでの活発なディスカッションが繰り広げ
られました。山と川に関わる人たちは、これまではそれぞれ別々に活動してきましたが、このシンポジウムでは、
お互いが関わりあうことの意義と可能性を確かめ合いました。シンポジウムの後は交流会が開かれました。ア
ユの塩焼きや焼きそばほかいろいろな料理が振舞われ、川会議に参加した人たちがお互いに交流を深めました。
　会場にはメダカやタナゴ類などの魚、カメ、アメリカザリガニ、巨大スッポンなど、矢作川のいろいろな水
生動物を展示した「矢作川移動（軽トラ）水族館」があり、大人たちが珍しい魚を見つめたり、子どもたちが
生き物を触って歓声を上げたりしていました。雨は降ってしまいましたが、そのぶんテント内には人がひしめき、
会場は活気にあふれていました。（長澤）
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